
水道料金収入の減少と老朽化した施設の更新費用の増大

　大田原市の水道は昭和38年に創設して以来、人口の増加やニーズに合わせて徐々に給水エリア大田原市の水道は昭和38年に創設して以来、人口の増加やニーズに合わせて徐々に給水エリア
を拡大するとともに、安全・安心な水道水の供給に努めてきました。を拡大するとともに、安全・安心な水道水の供給に努めてきました。
　現在、本市では少子化や若い世代の人口流出が進み、人口のピークであった平成17年の79,023人　現在、本市では少子化や若い世代の人口流出が進み、人口のピークであった平成17年の79,023人
から減少し始め、令和7年4月の人口が68,992人と、20年で1万人以上減少しています。人口の減少から減少し始め、令和7年4月の人口が68,992人と、20年で1万人以上減少しています。人口の減少
は水道使用量の減少に直結するため、水道料金収入が財源である水道事業にとって大きな課題には水道使用量の減少に直結するため、水道料金収入が財源である水道事業にとって大きな課題に
なっています。なっています。
　また、本市では従来から水道管の耐震化や更新を行ってきましたが、管路工事が多い年でも年間　また、本市では従来から水道管の耐震化や更新を行ってきましたが、管路工事が多い年でも年間
4km 程度の更新に留まっています。令和6年度末での法定耐用年数を超えた老朽管は137km あり、4km 程度の更新に留まっています。令和6年度末での法定耐用年数を超えた老朽管は137km あり、
年々増加する見込みです。本市にある給水管を除く水道管の延長は800km を超えていることから、年々増加する見込みです。本市にある給水管を除く水道管の延長は800km を超えていることから、
現在の進捗では全部の水道管を交換するために200年の年月がかかることになります。現在の進捗では全部の水道管を交換するために200年の年月がかかることになります。
　しかし、水道管の減価償却上の耐用年数は40年とされていますが、多くの水道事業体では「管種　しかし、水道管の減価償却上の耐用年数は40年とされていますが、多くの水道事業体では「管種
ごとの寿命」を更新の目安としております。本市においても管種ごとの寿命を基準として更新計画ごとの寿命」を更新の目安としております。本市においても管種ごとの寿命を基準として更新計画
を立てて工事を進めておりますが、老朽化の進行に対して更新が追いつかない状況となっています。を立てて工事を進めておりますが、老朽化の進行に対して更新が追いつかない状況となっています。

いま、水道を考えるいま、水道を考える特集

　　大震災による長期間の断水。水道管の老朽化による道路の陥没、浸水。近年、大震災による長期間の断水。水道管の老朽化による道路の陥没、浸水。近年、
水道に関係する事故が多発しています。水道に関係する事故が多発しています。
　水道施設や水道管の多くは高度経済成長期に建設され、完成から40年を経　水道施設や水道管の多くは高度経済成長期に建設され、完成から40年を経
過した施設が増えています。いま、水道を真剣に考える時期にきています。過した施設が増えています。いま、水道を真剣に考える時期にきています。

破損した水道管（両郷地区）破損した水道管（両郷地区）漏水（中田原地区）漏水（中田原地区）
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　水道事業の会計は、地方公営企業法を適用した企業会計となっています。
　企業会計とは、大田原市の一般会計とは別に、水道をご使用になっている方の料金などによる
独立採算で運営しており、お支払いいただいている水道料金が財源になっています。
　なお、水道事業は「収益的収支」と「資本的収支」の2本立ての会計になっており、令和6年
度決算の状況はグラフのとおりです。

　水道事業の会計は大田原市の一般会計とは別の公営企業会計として経営し
ており、市民の皆さまの水道料金を財源とする独立採算で運営しています。
　今後は、人口減少や節水機器の普及などにより、収入の大幅な増加は見込め
ない上に、水道の設備・施設も耐用年数を迎え更新時期となりますので、これ
まで以上に経費の削減に努めるとともに、適正な水道料金体系のあり方につ
いて検討して参ります。

　収益的収支は黒字で健全な経営が出来ていますが、今後の水道施設の整備や更新を考えると、
将来に向けた備えが十分とは言えません。

令和6年度の主な建設改良工事

水道事業の経営状況

水道事業の今後の課題

配水設備改良事業配水設備改良事業
2億3,366万円2億3,366万円

大子黒羽線配水管更新工事、大子黒羽線配水管更新工事、
小口黒羽線配水管更新工事など小口黒羽線配水管更新工事など

湯津上低区配水池湯津上低区配水池
耐震補強工事耐震補強工事

大子黒羽線大子黒羽線
配水管更新工事配水管更新工事

施設整備基本計画事業施設整備基本計画事業
2億796万円2億796万円

大田原浄水場送水管更新工事、大田原浄水場送水管更新工事、
湯津上低区配水池耐震補強工事など湯津上低区配水池耐震補強工事など
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水道の運営や水道の運営や
管理に使うお金の収支管理に使うお金の収支

水道施設の整備や水道施設の整備や
更新に使うお金の収支更新に使うお金の収支（収益的収支）（収益的収支） （資本的収支）（資本的収支）

収入 15億7,046万円

水道料金
12億8,627万円

（81.90％）

水道加入金や
営業外収益など

2億8419万円（18.10％）

支出 14億2,009万円

受水費、委託料や
修繕費など

6億8,319万円（48.10％）

施設の減価償却費など
6億1,452万円（43.27％）

※内部留保資金へ

借入金の支払利息
6,988万円（4.92％）

人件費
5,250万円（3.69％）

当年度純利益
1億5,037万円

※内部留保資金へ

収入 1億9,045万円

国からの借入金など
1億9,045万円（100％）

収支不足額
6億4,006万円

収支不足額は、前
年度以前の内部留
保資金で補填しま
す。

支出 8億3,051万円

借入金の返済など
3億5,634万円

(42.62％)

施設などの
建設改良費

4億7,417万円
（57.38％）
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